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FIRE=xR WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:500
PF=E Calculated MW:105 kDa; Observed MW:105,50 kDa
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B{zFID 4790, 18033, 81736
SwissProt ID P19838, P25799, Q63369
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は 105 kD のタンパク質をコードしており、このタンパク質は 26S プロテアソームによる共翻訳プロセシングを受けて 50 kD のタンパク質を生成します。105 kD のタンパク質は Rel タンパク質特異的転写阻害因子であり、50 kD のタンパク質は NF-κB (NFKB) タンパク質複合体の DNA 結合サブユニットです。NFKB は、サイトカイン、酸化フリーラジカル、紫外線照射、細菌またはウイルス産物など、さまざまな細胞内外刺激によって活性化される転写制御因子です。活性化された NFKB は核に移行し、さまざまな生物学的機能に関与する遺伝子の発現を刺激します。NFKB の不適切な活性化は多くの炎症性疾患と関連付けられており、NFKB の持続的な阻害は不適切な免疫細胞の発達や細胞増殖の遅延につながります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成され、そのうちの少なくとも 1 つはタンパク質分解によってプロセシングされます。 [RefSeq提供、2016年2月]
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	NFkB p105/p50 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して PC-12 細胞抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

